
　旧法定外公共物の境界確定または購入手続きを検討されている方は、財務部ホーム
ページ（右記のQRコード）をご覧いただくか、下記までお気軽にお問合わせ下さい。
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　旧法定外公共物とは、かつて里道や水路等であったものが、機能を失い、公共的な用途に使われ
ていないものをいい、国（沖縄県では沖縄総合事務局財務部）が管理することになっています。旧里道
や旧水路が、現に住宅敷地等として使用されている場合には使用者に対して売却を行っています。

※　現在でも里道 ·水路としての機能を有しているもので、市区町村が必要なものについては、国
　から譲与のうえ市区町村が所有する土地となっています。

▲財務部職員による説明の様子（沖縄国際大学）

身近な国有財産
～旧法定外公共物（旧里道・旧水路）について～

　財
務
部
で
は
、地
域
の
皆
さ
ま
へ
、財
務
省

や
金
融
庁
の
施
策
を
お
伝
え
す
る
た
め
、出

前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。今
号
で
は
、沖

縄
国
際
大
学
と
琉
球
大
学
で
行
っ
た
財
政
授

業
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　11
月
30
日
に
沖
縄
国
際
大
学（
1
年
生
1
0
6

名
）、12
月
8
日
に
琉
球
大
学（
2
〜
4
年
生

82
名
）で
、財
政
の
現
状
や
課
題
等
を
説
明
す
る

財
政
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　授
業
で
は
、最
初
に
財
政
の
役
割
と
、令
和

4
年
度
予
算
を
例
に
歳
出（
支
出
）と
歳
入

（
収
入
）の
構
成
に
つ
い
て
説
明
し
、1
9
9
0

年
代
以
降
、歳
出
の
伸
び
に
歳
入
が
追
い
付
か

ず「
公
債
金
」と
い
う
借
金
に
依
存
し
て
い
る

こ
と
、要
因
は
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り

社
会
保
障
関
係
費
が
大
き
く
伸
び
て
い
る
こ

と
、そ
の
結
果
、日
本
の
借
金
残
高
は
、主
要

先
進
国
の
中
で
最
も
高
い
水
準
に
あ
る
こ
と
を

説
明
し
ま
し
た
。

　続
い
て
、少
子
高
齢
化
や
財
源
の
不
足
と

いっ
た
状
況
に
対
応
し
た
社
会
保
障
と
す
る
た

め
、現
在
、「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」を

行
っ
て
お
り
、消
費
税
率
引
上
げ
に
よ
る
増
収

分
は
全
て
社
会
保
障
に
充
て
、待
機
児
童
の
解

消
や
保
育
無
償
化
な
ど
子
育
て
世
代
の
た
め

に
も
充
当
し
、「
全
世
代
型
」の
社
会
保
障
に

転
換
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。ま

た
、あ
る
べ
き
給
付
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い

て
、諸
外
国
と
の
比
較
を
行
い
な
が
ら
、ど
の
国

も
国
民
が
望
ま
し
い
と
思
う
形
を
目
指
し
て

い
る
こ
と
、日
本
で
も
引
き
続
き
国
民
全
体
で

議
論
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し

ま
し
た
。最
後
に
、よ
り
良
い
社
会
に
す
る
た

め
に
は
、18
歳
に
な
っ
た
皆
さ
ん
が「
こ
ん
な
日

本
に
な
っ
た
ら
い
い
な
」と
い
う
ご
自
身
の
思
い

や
考
え
を
、選
挙
を
通
じ
て
意
思
表
示
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
お
伝
え
し
ま

し
た
。

　事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
財
政
が
身
近
な

も
の
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
」「
い
ろ
ん
な

学
校
で
こ
の
授
業
を
や
っ
て
若
者
に
現
状
を

理
解
し
て
ほ
し
い
」「
選
挙
に
参
加
し
て
い

き
た
い
と
思
う
」等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　財
務
部
の
出
前
講
座
に
つ
い
て
は
、左
記

連
絡
先
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▲講義資料の一例

社
会
保
障
支
出（
国
民
へ
の
給
付
）
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　働く世代向
けから高齢者
向けまで、生活
上のリスクを
社会保障制度
が広くカバー
しているため、
社会保障の給
付が多い。
　その分、国民
の税や社会保
険料の負担も
大きい。

低福祉・低負担

　社会保障の給付が少なく、その分国
民の税や社会保険料の負担も小さい。

主な国の給付（社会保障支出）と負担（国民負担率）のバランス
（GDP比）【2015】

（出所）OECD “National Accounts”、“Revenue Statistics”、内閣府「国民経済計算」等

成長率を上回る
給付の伸び

国民負担の
引上げ

組み合わせ
給付の伸びの抑制
（社会保障制度の改革）

日本
（2060年）

日本

米国

英国

ドイツ

イタリア

フランス

低負担 高負担国民負担率（税・社会保険料の負担）
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１ ▲財務部職員による説明の様子（琉球大学）
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